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私は今年度の卒業式の送辞を述べさせ

ていただくことになりました。このよ

うな大切な行事に在校生の代表として

選ばれたことは今まで経験もなく大変

緊張しますが、気を引き締めて卒業す

る先輩方に感謝の気持ちを述べたいと

思います。（生徒副会長） 

卒業生を代表して答辞を述べさせていた

だくにあたって、僕はすべて自分の言葉

で、これまでお世話になった方々への感

謝の気持ちを伝えようと考えました。3

年間の思い出を振り返り、心を込めて述

べたいと思います。（前 生徒会長） 

 

2 月 28 日金曜日、第 40 回総合学科 22 期生の卒業証書授与式を挙行いた

しました。来賓や保護者の方々に加えて今年度は全校生が入場し、大勢の

人に見守られながら学校を巣立っていく温かい式となりました。 

総
合
学
科 

卒
業
証
書
授
与
式 

期
生 

22 

令
和 

年 

月 

日
金
曜
日 

28 

卒業生代表として卒業証書を授

与していただくことは、加古川

南高校の生徒としての最後の締

めくくりとなる大役なので、高

校時代の様々な思い出を胸に、

自信を持って受け取りたいと思

います。（卒業生代表） 
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兵庫県立加古川南高等学校 通信 

令和６年度 第 9 号(通算 62 号) 

兵庫県立加古川南高等学校 

オ
ồ
プ
ニ
ン
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第
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特
⾊
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の
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第
３
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課
外
活
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で
の
学
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そ
し
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・
・
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エ
ン
デ
ỹ
ン
グ 

 
 

 

令和６年度の学びの集大成として、総

合学科発表会を開催しました。代表生

徒による課題研究の発表やポスターセ

ッション、特⾊ある授業の発表や展⺬

など、日ごろの取り組みとその成果を

発表する機会となりました。 

ボディパーカッションは、体全体を使ってリ
ズムを奏でるパフォーマンスです。手や足を
打ったり、指を鳴らしたりしてリズムを奏で
ました。音楽の面白さや深さを改めて感じる
ことができました。（２年次） 

ポスターセッション 
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●
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ポスターセッションをすることは初めての経
験で緊張しましたが、見に来てくれた方々が
温かい目で見てくださり、積極的に質疑をし
ていただいたのでとても楽しく発表すること
ができました。このポスターセッションを見
てくれた方々に自分の研究内容を伝えること
ができて、とても嬉しいです！（３年次代表） 

何度も発表しているので慣れてきたかと思いま
したが、やっぱりとても緊張しました。それで
も前を向くことと笑顔を心がけて、高校生活の
集大成として自信を持って発表できるよう頑張
りました。（3 年次代表） 

曲のテンポや強弱を大切にしながら演奏したこと
で、まとまりのある演奏ができたと思います。授業
で、お互いの音を聴き合って何度も揃うように練
習したこともよい経験になりました。（3 年次） 

ゼミの中での発表は何度かしたことがありました
が、大勢の前での発表は初めてで、とても貴重な経
験になりました。今回の経験を生かしてより良い研
究になるように努力したいです。（２年次代表） 

この一年間、「産業社会と⼈間」でどんなことを
学んできたかを、この発表をすることで振り返
ることができました。来年もたくさんの学びが
得られるように、全力で授業に臨みたいです。
（１年次代表） 

１年次の時、ここまで達成感のある研究発表にな
るとは想像していませんでした。支えてくれた仲
間や先生方に感謝の気持ちでいっぱいです。かこ
なんで成⻑できた３年間は、私にとってお守りの
ような、一生の宝物です。（3年次代表） 

３年次発表 

２年次 総合的な探究の時間 

Nennji  

３年次 課題研究 

Nennji  

ソルフェージュ 

音楽Ⅲ 

1 年次 産業社会と⼈間 

Nennji  

、 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２年次生は 1 月 9日から 3 泊 4日で、苗場、東京へ修学旅行に行きました。 
１日目と２日目のスキー、スノーボード実習では雪量に恵まれ、講習が進むにつれ上達し大自然と冬のスポーツを楽しみました。 
３日目と 4日目の東京都内や東京ディズニーシーの班別自由研修では、班ごとに計画を立て、希望の場所の観光を楽しみました。
自然と文化に親しみ、思い出に残る修学旅行になりました。 
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モネの作品の中でも有名な睡蓮の連作が多く展⺬されていて、とても
⾒応えのある展⺬会でした。教科書では⾒られない作品もあり、周る
度に興味が湧きました。モネの展⺬会では普段味わえない芸術作品を
間近に味わうことが出来て、とても有意義な時間を過ごせたので行っ
て良かったなと思いました。展⺬会には多くの⼈が集っており、モネ
の作品は多くの⼈が魅了されるのだと改めて感じることが出来まし
た。近くでモネの展⺬会が開催された時には、皆さんも⾒に行ってみ
てはいかがでしょうか。 

2025 年 1 月 9 日～12 日 
苗場スキー場 

東京へ 
 

夜の東京タワー 
夕方から夜にかけて東
京タワーから景色を⾒
ました。晴れていて、
富士山も⾒えました。 

夜の東京駅はライトアップされていてとても
綺麗でした 

左）渋谷分校というご飯屋さんでご飯を食べました。
給食の懐かしい味がしてとても楽しい時間を過ごす
ことができました。右）ロールアイス 

みんなでファンキャップとポシェットをお揃いに
しました。 

左）原宿で食べたチーズハットグのチーズがたくさ
ん伸びてとてもおいしかったです。   
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兵庫県立加古川南高等学校 通信 

令和６年度 第 7号 通算 60 号 

自分が興味・関心を抱いている分野につ

いて３年間探究し、多くの人に発表成果

を見ていただいたことで、「教員になりた

い！」という目標をはっきりと持つこと

ができました。これらの 

経験は夢を実現させる大 

きな第１歩になったと思 

います 

演劇を⽣活に活かす∼演じることで
他⼈と自分を理解する∼ 

⽣徒１⼈１⼈が輝ける授業がしたい!!!
∼アクティブラーニング型授業に挑戦∼ 

オリジナルの物語を 

みんなに読んでもらいたい！ 

３年間研究してきた成果を多くの人の前で

発表することができ、課題研究の集大成と

してふさわしい機会になったと感じまし

た。本番前はとても緊張しましたが、熱心に

聞いてくれたため、楽しんで発表すること

ができました。小説を書 

いて公開することの魅力 

も皆さんに届いて嬉しか 

ったです。 

講義棟での発表はやはり緊張しましたが、

先生・仲間と繰り返してきた練習や自分の

３年間の研究を信じ、胸を張って本番に挑

むことができました。かこなんでの研究の

成果を将来へと生かして 

いきたいです。 

譜面台の隙間からでもサンタや

トナカイが見えるように配置

し、それぞれが折り紙や画用紙

で作成したものを貼り、キラキ

ラのシールを活用して華やかに

見えるように作りました。（楽譜

表紙デザイン担当） 

 

加古川マラソン前夜祭としてニッケパークタ

ウンで開催された制服コレクションに、４人の

生徒が参加し、本校の制服の推しポイントをス

テージでアピールしました。 
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道端や溝に、思ったよりもたくさんのゴミが

落ちていてびっくりしました。このクリーン

作戦で地域に貢献できてうれしいです。来年

も頑張りたいです。 (１年) 

地域クリーン作戦では、PTCS

（家庭・教員・地域・生徒）が

協力して校内外の美化清掃活

動を行いました。気持ちの良

い晴天のもと、除草作業やゴ

ミ拾いをしました。 

兵庫県立加古川南高等学校 通信 
令和６年度 第６号 通算 59号 

くす 

２日間で中学生約 450 名、保護者の方約 160 名が来校しました。実行委員を

中心に、入試や学校生活についての説明をし、授業見学の案内をしました。 

地域・ＰＴＡのみなさま、ご協

力ありがとうございました。 

編集：企画広報部 

最初は緊張しましたが、保護者の皆様の

相槌などで不安もなくなり、胸を張って

加古南の魅力について紹介できました。

（２年 生徒会役員） 

オープン・ハイスクールを通して、加古川南高校の魅力

を最大限に伝えることができたと思います。また、たく

さんの中学生を迎える中で、それぞれが実行委員として

の責任感と協調性を持つことが大切だという事を学ぶこ

とができたと思います。（実行委員会委員⻑） 

初めての授業案内で、具体的に詳しくどう案内

すればいいのか分からない中、思ったよりしっ

かり案内できたのがとても良かったなと思いま

した。この案内で一人でも多く加古南に来てく

れる子が増えたらいいなと思いました。 

（１年 実行委員） 

私が担当したのは、中学生を学校紹介の

会場に誘導する係です。受付を済ませた

中学生がスムーズに会場の座席につける

ように、笑顔で誘導することを心がけま

した。（２年 実行委員） 

なん き 

ゴミ拾いをすることで普段よく通っている河川敷

が綺麗になって気持ちが良かったです。今回は学校

行事でしたが、また機会があれば、自主的に地域に

貢献できるようにしていきたいです。(２年) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２０２４年９月２６日(木)開催 

楠南記 
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申込締切 

暑いながらもさわやかな秋風を感じる晴天の中、体育大会が開
催されました。今年度は久しぶりに３年次とも６クラスが揃い、
年次を超えた６つの団に分かれ、応援合戦や競技を楽しみまし
た。お互いの応援にも熱が入り、心に残る行事となりました。 
 

３年３組 紫獅団(3-１・2-３・1-６) 翠嵐団(3-5・2-４・1-4) 

兵庫県立加古川南高等学校 通信 
令和６年度 第５号 通算 57号 

 

今年の体育大会は、例年にも増して団ごとに一致
団結しており、お互いを応援し合って、盛り上が
りました。また、一人一人がどの演技にも全力で
取り組み、競い合っている姿にも感動しました。
この行事で得た経験を今後の学校生活にも生かし
ていきたいです。(生徒会⻑) 

練習時間が限られている中、

３年生を中心にポジティブな

声掛けを心掛けました。本番

でも練習と同じような良い雰

囲気で跳べたことが勝因だと

思います。 (3-5 実行委員) 

応援合戦の練習が始まったころは全然振り

が揃わなかったのですが、そんな中、声を

たくさんかけ合って、一生懸命みんなで練

習したので最高の作品になりました。紫獅

団全員で取った最優秀賞で、最後の体育大

会のいい思い出になりました。(3-1 団⻑) 

本番までどのようにしたら速くゴ
ールできるかを試行錯誤して練習
したので、本番で一番速いタイム
を出すことができて嬉しかったで
す。担任の先生や、応援してくれて
いたクラスの友達とも一緒になっ
て喜ぶことができて楽しかったで
す。(3-3 実行委員) 
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７月 24日（水）、オープン・ハイスクールを実施しました。中学生 580 人、保護者 240人の参加者が 23 会場に分かれ

ての説明会、36 講座の体験授業、部活動体験を行いました。60名余りの実行委員が、説明会の司会や学校説明を担当し、

体験授業に誘導しました。 

兵庫県立加古川南高等学校通信 
令和６年度第４号(通算 56 号) 

第 48回全国高等学校総合文化祭 清流の
国ぎふ総文 202４書道部門（8/2∼3）に
３年次の大村怜那さんが参加しました！ 

 申込み受付中！ 

交流会では他県の人たちと筆筒やし

おりを作成しました。私は仮名を中心

に作品を作っていますが、今回の全国

総文でたくさんの種類の書道と関わ

ることができました。また、書道を通

して新しい出会いもあり、充実した時

間を過ごせました。(3年 大村) 

 

 

中学生の前で応援歌「HOME」を披露した時

は緊張しましたが、歓迎の気持ちを込めて歌

いました。説明会では学校紹介の担当で、加

古南生の一日の様子を特色ある授業について

の説明を交えながら紹介しました。実行委員

一同、誘導や説明を前もって準備し、中学生

に加古南の良いところを紹介できたと思いま

す。（３年 実行委員会委員⻑） 
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兵庫県立加古川南高等学校 

兵庫県立 加古川南高等学校 通信 
令和６年度 第 3号 (通算 54 号) 

 

加古川南高校文化祭、南楠祭では晴天

にも恵まれ、各クラス協力して工夫を

凝らし、展示や模擬店、劇発表などを

しました。文化部もステージや展示で

日ごろの練習の成果を披露しました。 

私たちは「塔の上のラプンツェル」のラン
タンを空に上げてゆくシーンを再現しま
した。当日は大盛況！私たちはクラス一丸
となる大切さや楽しさを学ぶことができ
ました。（1-2 実行委員） 
 

今回の南楠祭では自分のクラスが模擬店部

門で１位に選ばれたので嬉しかったです。

来年の３年次のステージでも頑張ります。 

（2-2 実行委員） 

最初はまとまりも悪く、リハーサルでは劇になっていないクラスでしたが、一人

一人がやる気を出し一丸となって当日を迎える事ができたので最高の劇ができま

した。その結果が優勝だったのですごく嬉しいです。(ピッコロ役) 

 

南楠祭を通していろいろな人と関わりながら協力して

準備ができました。クラスの絆が深まったと思います。

次の行事も頑張ります。（2-1 実行委員） 

 

南楠祭の準備から本番までの間でク

ラス一丸となってできてよかったで

す。この行事でクラスの仲が深まっ

て嬉しかったです。（1-5 実行委員） 

 

リハーサルの時から本番のことを意識しながら出し惜しみせず演じることで本

番に全力で演技することができました。いつでも本気で行うことが大切なんだ

と今回のことで学びました。(今井役) 
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Photo by 

２・３年次実行委員 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


